
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Information Science and Intelligent Systems (Day Course) [⇒Japanese]

ソフトウェア工学 2 units (selection)

Takao Shimomura · Professor / Intelligent Systems, Department of Information Science and Intelligent Systems

Target〉 品質の高いソフトウェアを効率よく開発するためのプログラミング方法
論について講義し，例題，課題を与えて演習を行い，プログラミングに必要
な技術を修得させる．

Outline〉 Webプログラミングに必要な知識，技術について体系的に解説すると
ともに，ソフトウェア品質，デザイン ·パターンについて講義する．

Keyword〉 web application, applet, servlet, design pattern
Fundamental Lecture〉 “Introduction to Computer”(1.0), “Introduction to

Programming”(1.0), “Algorithms and Data Structures”(1.0), “Exercise in
Algorithms and Data Structures”(1.0)

Relational Lecture〉 “Programming Methodology”(0.5)

Requirement〉「コンピュータ入門 1，2」，「データ構造とアルゴリズム 1，2」を
履修していることが望ましい．

Notice〉 「プログラミング方法論」と連携して講義および演習を進める．
Goal〉 チームを組んでソフトウェアを創作しスライドを用いて発表することに
より，ソフトウェア開発能力，および，プレゼンテーション能力を育成する．
(授業計画 1∼ 15，および，プレゼンテーション,実演による)

Schedule〉
1.ソフトウェアの品質とは
2.ソフトウェアの要求分析
3.ソフトウェアの設計
4.オブジェクト指向設計・分析
5. UML
6.デザインパターン
7.ソフトウェアの検証とテスト・デバッグ
8.ソフトウェアの保守
9.ソフトウェアプロセス

10.プロジェクト管理
11.ソフトウェア開発環境・ツール
12. XHTML
13. JavaServer Pages
14.セッション管理
15.創作プログラムのプレゼンテーション
16.創作プログラムの実演

Evaluation Criteria〉 授業への参加姿勢，毎回課すレポート，および，創作ソフ
トウェア，プレゼンテーションの成績を総合して行う．平常点と創作プログ
ラムのプレゼンテーション ·実演の成績の比率は 3:7とする.

Textbook〉 開講前に，掲示により教科書を指定する．
Reference〉
�下村隆夫著「新訂版 Javaによるインターネットプログラミング」近代科学社
�下村隆夫著「上級プログラマへの道」コロナ社

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216115
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Shimomura (C402, +81-88-656-7503, simomura@is.tokushima-u.ac.jp)

Mail (Office Hour: 水曜日15:00∼ 18:00)
Note〉
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
�授業計画 1から 14は，Web試験により，15, 16は，プレゼンにより，達成
度評価を行う．
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